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KDR Jeff Chen、平可夫特電： 
中国軍事予算の詳細は、長年にわたって外部世界に知らされていない。米国

を主とする西側国家の情報機関、及び民間研究団体は、中国軍事予算の実際の

額は、中国政府が公開した額の 1.5 乃至 3 倍と見ている。しかし中国政府は、

長年「中国には隠蔽された軍事予算は存在しない」と述べている。 
 
最近、かつて中国軍の装備品購入を担当していた高級官員（すでに退職して

いる）は、KDR に対し中国軍事予算と装備品購入のカラクリについて驚くべき

内情を告白した。この情報源は、中国軍特に空海軍の装備品購入費用について

特に詳しかった。 
 
情報源によると、中国軍事予算のうち、装備品関連予算は、主として次の項

目で構成されている。 
1. 装備品購入費 
2. 一般装備品修理管理費 
3. 各軍兵種専用装備品修理管理費 
4. 装備品科学研究費（この予算には装備品論証開発費、装備品延命費、学術

研究費などが含まれる） 
 
情報源は次のように述べた：上述費用は、全て国防予算（軍内で俗称“軍費”）

から支出され、そのうち装備品購入費は、当然各軍兵種装備部を統括する総装

備部が所掌する。一級軍区の装備部は部分的な一般及び専用装備品修理費を所

掌する。しかしこの予算は主として装備品の改修に使用される。 
 
真に隠蔽された軍事予算は、どこに存在するのだろうか？情報源によると：

第一に外国からの武器購入費用である。軍内では“専項経費”（注：特殊事業経

費の意味か？）と呼称され、中国海軍が購入した 24 機の SU-30MK2 多用途戦

闘機、空軍のすべての SU-27SK 戦闘機及び S-300 型地対空ミサイルは“専項経

費”を使用して購入された。“軍費”と異なるところは、“専項経費”は財政部

が直接支出し、装備部が所掌する“軍費”には含まれない。 
 
その他、財政部から直接支出される隠蔽軍事費には、新型装備品の論証、設

計に使用される軍内で“国防科学研究試作費”と称される予算がある。その中



には次の特別支出 3 項目が含まれる。 
第一、基礎技術研究開発費 
第二、応用技術研究開発費 
第三、装備品研究開発費 
これらの予算は、研究開発費である。情報源によると、これらの予算は年度

の“軍費”に含めるのが困難であるという。なぜならばこれらの事業項目は、

国家科学技術発展計画の中・長期計画に入っており、先行支出が必要であるか

らだ。同時に基礎国防科学発展計画の事業項目に属している。これらの経費の

一部は、国防科学研究開発部門に関連する民間研究所、学校にも運用使用され

る。 
 
三番目の隠蔽軍事費は、軍が自ら販売した武器からの収益金である。この収

益金は軍事費に含まれない。情報源によると、中国軍が西側国家の軍隊と異な

るところは、保利公司を通じて自ら軍の装備品を輸出していることだ。これを

“軍貿費”と称している。保利公司は、弾薬及び海軍装備のほか、中国軍の装

備で許可を得たものであれば全て輸出することが出来る。これは“創 HUI 収入”

（注：為替収入の意味か？）と称され、武器会社へ手数料を支出するだけでな

く、軍が自由に支配できる資金となっている。この部分の支出は最も不明朗で

あり、軍内汚職の温床になっている。 
 
以上のように、中国の軍事費は二つに区分される。一つは“軍費”であり毎

年人民代表大会で承認された軍事費から支出される。そのほかの“国防費”が

存在する。これは財政部から直接支出される。 
 
財政部が直接支出する“国防科学研究試作費”と“軍費”中の装備品科学研

究費は、どこが違うのであろうか？情報源によると、後者は、主として軍所属

の装備科学研究機関及び軍の院校に対して支出される。例えば、総参謀部が自

ら保有する研究所であり、この研究所の使用経費は“軍費”の中から支出され

る。しかし前者は、軍に直属しない科学研究機構に対して財政部が直接支出す

る。 
 
このように規定されているとすれば、国防科技工業に所属するかなりの部分

の研究院、研究所、工場、及び企業の使用する経費は“軍費”に属さないこと

になる。中国の多くの軍事工場は自ら研究所を保有しており、設計及び改修能

力がある。 
 



上述の証言は、外部世界の長期的な判断が基本的に正確であったことを証明

している。すなわち中国がロシア及びその他の国家から軍事装備品を購入する

費用は、“軍費”から支出されるのではなく、財政部が管理する“専項経費”か

ら支出されるのだ。中国が何度も発表した“国防白書”の軍事費に関する記述

は、外国からの武器購入費用は含まれず、単に人件費、装備購入費、軍事訓練

費を記述しただけである。中国は、2002 年以降、毎年ロシアから平均 10 億ド

ル以上の武器装備を輸入している。2006 年以降は、この数字は毎年約 5 億ドル

の水準に低下している。 
 
さらに情報源は、宇宙開発、宇宙船、一部の軍民両用衛星、宇宙技術の研究開

発費、及び生産費は軍事費の中に計上されていないと述べた。 
 
以上 


